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　　 Inoue family, having lived in Abiko City, Chiba Prefecture, 
reclaimed Teganuma and formed Aijima Farm since the Edo 
era.  The south side of Inoue's site looks over the whole view 
of Aijima Farm.  There are the residence built in 1860, the 
No.2 earthen storehouse and the main gate built in 1851, and 
so on in Inoue's site.
       This paper will discuss the earthen storehouse as a rice 
chest built in 1930-1931 by Jiro Inoue（1873-1941）, the owner 
and also superintendent.  Jiro Inoue was a civil engineer and 
also a Bachelor of Engineering.  He graduated from Tokyo 
Imperial University in 1895, and then had been concerned 
with many civil works in various Japanese towns. After 
he retired, he went back to his hometown, Abiko, and was 
active.  One of the activities was organization of Teganuma-
Aijima-readjustment of arable land-union.
     On the other hand, he constructed own earthen store 
house.  He has tried to use the frontier technologies and 
materials being different from the past in this construction, 
however it was similar to the past to look at. For example,he 
used concrete for foundation work and adopted new 
waterproof materials for the wall.
     The documents of construction are preserved, and 
this earthen storehouse, about 80 years old, is in existence 
beautifully.
　第１　井上家および研究目的
　千葉県我孫子市相島新田＊ 1 の井上家は、近江商人の出身で、
江戸時代中期から手賀沼の干拓、開墾をおこない相島新田を開
いた旧家であり豪農であった。初代から三代までは江戸日本橋
あたり住んでいたが、四代目徳栄（ 1689 － 1779、91 歳没） は享
保 12 年（ 1727 ）、今の相島に定着した。六代目の定秀（ 1765 －
1834、69 歳没） が開墾を一応完成させて、かなり大きな家を建
てたと伝えている。その後、九代目の主信（1821 － 80、59 歳没） 
は理財に才がある人で開墾の仕上げをした。さらに十二代目の
二郎＊ 2（ 1873 － 1941、68 歳没） は養子で、東京帝国大学工科大
学出身の工学士であり土木技術者であった。全国各地で土木施
設の建設に従事した後、昭和初期に職を退き郷土に定着して手
賀沼相島耕地整理組合を組織した。今ここで取りあげる米土蔵
の建設にさいしては二郎自らが設計監督にあたった。
　井上家の屋敷地は、開墾した新田を南方に一望できる位置に
あり、江戸時代末期以来の姿を現在によく伝えている。屋敷内
には万延元年 （ 1860 ）に移
わた
徒
まし
をした主屋＊ 3、嘉永四年 （ 1851 ）
建築の二番土蔵＊ 4、同年の表門＊ 5 など江戸時代の建物を始めと
して、昭和六年 （ 1931 ）竣工の米土蔵、この他に明治・大正・
昭和期の建物が現存する。また、当家は古文書を多数所蔵して
おり、これらは相島新田開発の史料として、地域史、地域経済
史等の歴史研究に活用されてきている＊ 6。これらの古文書のな
かに屋敷内の建物の普請・建築工事に関するものが若干含まれ
ている＊ 7。ただこれら建物と古文書を建築史・民家史の側面か
ら本格的にとりあげた研究は従来なかった。
　相島の井上家の敷地、建物は現在、井上基夫妻によって「相
島芸術文化村」＊ 8 と称し、芸術文化のイベント等の会場として
活用されている。私は井上夫人の熱心な活動にひかれて、「相島
芸術文化村」に関わることになった。井上家の今後の長い期間
にわたる保存活用にあたって、破損やゆるみ等がある建物は修
復を必要とするのだが、同時に敷地内の建物を登録文化財とし
て、とりあえず登録することが有用であると考えた。そこで私は、
まず敷地内の建物を観察し、建築関係の所蔵文書の若干につい
て調査して登録にそなえた。今回とりあつかう米土蔵は、建物
としては新しく近代のものであるが、普請帳を有するので先ず
とりあげた。なお、井上家敷地内の主屋、米土蔵など建物９棟
が平成 20 年 （ 2008 ）３月７日付けで登録文化財として登録さ
れた＊ 9。
　本稿では、米土蔵とその普請帳『昭和五午歳九月米土蔵普請控』
を主要な史料として＊ 10 相島新田を開発をした井上家の昭和初期
における土蔵新築工事の近代的かつ先進性の一端を明らかにし
たい＊ 11 。この考察にあたっては、上記の米土蔵普請帳に加え、
当土蔵の建築工事にさいして購入した建築材料や品々の見積書・
納品書・領収書類を綴った『昭和五、六年新土蔵新築工費請取綴』
もあわせて活用する。
　第２　米土蔵新築と普請文書
　ここでは最初に古文書『昭和五午歳九月米土蔵普請控』『昭和
五、六年新築工費請取綴』をもとに建築工事の概要を記し、次
に米土蔵の建物について概要をのべる。
　2 − 1 米土蔵普請控と新築工費請取綴
　米土蔵の建築工事は、昭和５年９月 13 日に地鎮祭を行い、９
ヵ月後の翌６年６月 16 日に竣工した。『昭和五午歳九月米土
蔵普請控』（ 以下、普請帳と略す） は、標題の通り米土蔵普請
について記した普請帳であって、和紙を綴った横帳 （ 17cm ×
12cm）で、文字が書いてある紙数は表紙を含めて 19 枚ある。
この普請帳は、建築工事中の見積書・納品書・領収書、メモや
我孫子相島新田井上家住宅の昭和初期建設の米土蔵にみる先進性　－前近代・近代民家普請の研究－　7
記憶等をもとに、これらを整理して作成したものであって、工
事と同時進行の作成ではないと考えられる。その理由は、記載
内容が整理され、体裁が整っているからである。また、最終の
領収書の日付が「昭和六年八月廿七日」であることなどから判
断すると、工事が終了した後のある時期に完成したと考えるの
が妥当であろう。巻末〔資料１〕〔資料２〕参照。
　普請帳の内容は前後２部からなる。表紙に続く２枚目から 15
枚目までの前半部は、米土蔵普請に係わる建築儀礼、工事施工、
材料購入・諸職人などに関する記録である。16 枚目から 19 枚
目までの後半部は、この普請に要した金銭支払いについて記し
ている。記載順は前後半部ともにほぼ日時をおっている。
　当普請帳では、地鎮祭や上棟式などの建築儀礼の内容や、印
半天についても特に詳しく記している。また、壁工事に関して
工法や材料に新しい試みをしたことを特記している。その一方
で、大工工事、屋根瓦葺工事は、もっとも工事費が多額な工事
であるにもかかわらず、具体的な詳しい記述はない。
　『昭和五、六年新土蔵新築工費請取綴』（以下、請取綴と略す）は、
前述のように土蔵新築工事に係わる見積書・納品書・領収書等（以
下、領収書類と記す）を工事終了後に綴ったものであって、こ
こには地元の布佐町、木
きおろし
下町の会社・商店等６社、東京の会社・
商店等７社が発行した領収書類約 70 枚が綴られている。これら
の領収書等が普請帳の後半部の記述の基礎になったと思われる
が、普請帳の内容と比較してみると、領収書綴にあるが、普請
帳に記載されていないものがあったり、またその逆のものもあ
る。このことから請取綴に領収書類の全部が揃っているのでな
く、一部欠落していることがわかる。なお、領収書綴には、職
人への支払い等に関して、左官青山竹治郎の出面とその手間賃
の書付け、石屋 「大塚」の職人出面とその手間賃の領収書があ
るが、この他の大工・屋根屋等職人に係わる領収書等は入って
いない。これらの職人の場合は、領収書類が最初から作られな
かった可能性もある。
　上にみるような事情があるから、普請帳と請取綴とは互に相
補って活用することによって、史料としての価値がより一層高
くなる。
　請取綴に綴られている領収書類にみえる、会社・商店等の名称・
所在、井上家に納入した主な材料・物品等、それに係わる領収
書等の枚数を表１にあげる。
　このほか請取綴に領収書類はないが、普請帳には出てくる会
社・商店、職人等に「大木鉄工場」「建文」「山口金物店」「大竹」、
また職人に鳶・木挽等がある。
表 1　会社・商店等名称／所在地　　　　　 < 納入物品等   領収書類枚数 >
1 ） 江戸喜・五十嵐喜一郎／千葉県東葛飾郡布佐町 < 材木　　　14>
2 ） 玉村百貨店卸部／千葉県東葛飾郡布佐町三丁目 < 壁材料　　17>
3 ） ブリキ広瀬茂吉／千葉県東葛飾郡布佐町 < 銅板　　　 2>
4 ） 大塚「サ／千葉県東葛飾郡布佐町 < 石屋　　　 1>
5 ） 染谷和吉商店／千葉県印旛郡木
き
下
おろし
町 < 金物　　　 2>
6 ） 左官青山竹次郎／千葉県東葛飾郡布佐町六軒堤 < 左官　　　 3>
7 ） 合資会社品川商店東京支店／東京市京橋区南伝馬町 < 防水剤　　 2>
8 ） 吉川商店／東京市日本橋区通油町 < 建築金物　13>
9 ） 磯村合名会社販売部／東京市芝区桜田本郷町 < 作業灯　　 2>
10 ） 三共貿易株式会社／東京市日本橋区江戸橋一丁目 < リブラス　 3>
11 ） 京三製瓦合資会社／東京市京橋区竹河岸 < 屋根瓦　　 5>
12 ） 皆川熊太郎商店／東京市下谷区坂本町 < 銅鉄品　　 1>
13 ） 合資会社岩田兄弟工場販売部／東京市外日暮里町 < 機械部品　 1>
井上家住宅配置図　（色付けの建造物は登録文化財）
米土蔵平面図　1:120（ｍ）
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　2 − 2 米土蔵の建物概要（次頁の写真参照）
　米土蔵は、新土蔵とも呼ばれ、主屋前方の庭を隔てて主屋と
相向かって西を正面にして建つ。建物は、木造土蔵造、切妻造
桟瓦葺、妻入、規模は桁行６間 （ 36 尺＝ 10.908 ｍ）・梁間３間
（18 尺＝ 5.454 ｍ）、建築面積 18 坪（59.5 ㎡）である。正面妻面
に幅３間の庇を作りここに戸口を設ける。
　土蔵の屋内は広い一空間であって、内部に柱は建たない。建
物側まわりにコンクリートの布基礎を約 2.6 尺（ 0.79 ｍ）立ち上
げる。その上に土台を敷き、側柱を半間（３尺＝ 0.909 ｍ）間隔に
建て、側柱の間にごく細い間柱を配るので、柱は実に密に建っ
ている。柱に通貫を約 2.63 尺（ 0.798 ｍ）間隔に通し、側桁高は
現床面から約 19.0 尺（ 5.765m）ある。貫もやや密に通る。軒桁が
高く、米土蔵の空間・構造の特徴をよくあらわしている。
　小屋組は和小屋で、規則正しく縦横に組んだ梁組と化粧屋根
裏をみせる。梁組はまず、１間間隔に梁５丁を折置組に架け、
梁の両端に桁を乗せ、梁間を３等分する位置に桁行のナカビキ
２丁を渡す。梁とナカビキは１間（６尺）間隔の格子状になる。
下の梁通りに合わせ、ナカビキ２丁を挟む形に小屋梁５丁を重
ねる。次にこの小屋梁上に小屋束を建てて３重目にあたる小屋
梁を受ける。３重目の小屋梁中央にナカビキを通し、この上に
４重目の小屋梁を乗せる。各小屋梁の両先端で半間ごとに配す
モヤ桁を受ける。４重目の小屋梁上の中央に化粧棟木が通る。
　外壁は腰を洗出し仕上げ、この上部を白漆喰仕上げとする。
正面に戸口を設け、窓は戸口上に１ヵ所、背面の上下および両
側面それぞれの左右２ケ所ずつ、計７ヵ所に開く。外壁面は養
生のための下見板を廃している。外壁の白漆喰仕上げの表面は、
いわばむき出しであるが、後世に塗り替えがあり、現在は良好
な状態にある。内部壁面は中塗程度のモルタル仕上げ、床はコ
ンクリート打ちである。モルタル仕上げの内部壁面・布基礎の
内側面、木材の柱・梁組・化粧屋根裏とも良好な保存状況にある。
　なお、当土蔵の北側は地盤が一段高い水塚＊ 12 であって、かつ
てここに土蔵３棟が並んで建っていたが＊ 13、今は３棟の内の中
央の二番土蔵１棟のみが残る。
　第３　普請帳の内容−建築儀礼・工事施工
　普請帳の前半の内容は建築儀礼、施工について進捗にしたが
って書き上げている。普請帳は本研究の基礎資料であるので、
以下でその内容を記載順にやや詳しく紹介したい。
　3 − 1 地鎮祭から上棟式以前
　1 ）地鎮祭
　大吉日の昭和５年９月 13 日に神官を招いて地鎮祭を行う。中
央に祭壇を設け、塩・水・白米・お酒・野菜の５種を供え、４
方に七
し
五
め
三
な
縄
わ
を張りまわす。祭官は西に向かって祝詞をあげ、
後に四方固めとして中央と東西南北の４方に、将来掘り起こし
をしないところに穴を掘り、塩を蒔いて御
ご
幣
へい
を５ケの穴に埋め
た。これで式を終り、東の方の一方に供えた土を鍬で掘って、
着工の表しとした。祭祀料として五円を供えた。
　2 ）基礎工事
・９月 21 日　土蔵基礎地形初め　　農繁期であるので基礎地形
は蛸
たこ
搗
つき
（蛸胴突）人夫まで鳶職竹井慶助にまかせた。
・９月 24 日　鳶の支払　　鳶への支払は金 60 円である。その
内訳は竹井鳶頭８円（４人×２円）、竹井田所両職人 14 円 40 銭（８
人×１円 80 銭）、武藤彦吉４円 50 銭（2.5 人×１円 80 銭）、女人
夫 31 円 87 銭５厘（ 37.5 人× 85 銭）＊ 14 である。ただし、この内
訳を合計すると 58 円 77 銭５厘であって、支払の 60 円に対して
１円 22 銭５厘満たない。基礎地形の作業は９月 21 日から 24 日
まで４日間行われた。女人夫は４日間で計 37.5 人来ているから
１日平均 9.375 人、つまり毎日 10 人の人夫が来たことになる。
本来、地縁の人々の手伝いが来るはずであるが、農繁期である
ため鳶頭が女人夫を集めたものと考えられる。
　・９月 25 日　基礎コンクリート下敷き打ち始め、当日終了。
　・同 26 日 27 日　基礎の堰板作り　
　・同 28 日　腰廻り布基礎コンクリート打ち、午後九時終了。
　・10 月３日　コンクリート基礎の堰板外し
　3 ）印
しるし
半
はん
天
てん
（印袢纏）の配布
　９月 30 日に職人に印半天を配る。配った先は以下の通り。
「棟梁江上仙太郎と職人２人、桶屋江上伊太郎　庭師伊東藤之助
外２人、建具屋石井時之助、左官青山竹次郎・宮田芳江、経師
屋齋藤仁助、鳶職竹井慶助外２人、畳屋小久保佐吉、建文鈴木
浦吉、木挽増田松蔵、ブリキ職広瀬茂助、石工大塚兼吉外２人、
屋根屋武藤豊」
　以上のうち、棟梁江上仙太郎分は印半天の代わりに斜
なな
子
こ
織の
羽織を着せることにした。「なお、耕地整理組合の機械屋の職人
に組合の印半天を着せた」とあり、江上仙太郎・竹井慶助・広
瀬茂助の３人の名をあげる。この３名はそれぞれ棟梁・鳶・木
挽である。以上の外、幹部と称し日常よく注意している７人「宮
田倉次・森田盈・宮田臺吉・森田孫市・柴崎勝次・井上栄太郎・
柴崎岩吉」には、揃いの銘仙羽織裏付きを着せた。この銘仙羽
織の価格は表３円 80 銭、裏１円 50 銭。当宅の農業従事者３人
には農業服 （紺上着に股引）を着せた。その他の日雇者３人に
も同様とした。女中には裏地を遣わすこととした。
　3 − 2 上棟式
　1 ）上棟式の挙行
　・10 月４日　仕事師が来て上棟式の準備をする
　・10 月５日　土台を据え柱を建てはじめ、棟木等を除いて全部
組立てを終わる。当日は手伝の人が多数あった。
　・10 月６日　上棟式。前日に続き天気よく（好晴秋日和）、出
入りの職人等全部来る。午前十時に棟木等を上げ終り、正午上
棟式を行う。
　2 ）上棟式の祝儀
　各所よりが祝儀が来る模様であるが、お断りし止むを得ない
もののみから受けた。上棟式に祝儀を納めた品物と人々は下記
の通りである。
　「腰掛俵１俵＊ 15　　増田武雄・幹部７人（印半天の項参照）
　　 萬 醤油２樽　　　植木屋藤之助・左官青山・石工大塚・
　　　　　　　　　　建時・建文・経師齋藤・畳屋小久保佐吉
　　　　　　　　　　鳶兵・木挽松蔵・ブリキ広瀬・屋根屋武藤
　　 萬 　醤油１樽　　磯岡恭
　　同一升瓶２本　　１人
　　同１本　　　　　１人
　　白砂糖大箱１　　５人
　　玉子　　　　　　２人
　　当日手伝　　　　３人
　3 ）上棟式の儀礼
　上棟式の次第を普請帳の記載によって以下に書きあげる。
「上棟式は極略式として、鬼門に向けた上りと御幣に供物として
白米と塩なり、その他に腰掛俵３俵 （１駄は棟梁に１俵は鳶へ）
と、蒔き糯なり。餅は鏡餅、四方餅、供餅２重と九ツ餅とし、
この他は小さな蒔き餅である。他に銅貨 33 銭 （１銭 33 を帯に
した）を蒔くようにした。御酒は１升瓶２本を供えた。
　棟梁江上仙太郎、鳶頭竹井慶助を主役とし、まず、鳶頭を先
頭にして主人＊ 16、若主人、棟梁、鳶および大工職人、幹部７人、
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内部隅部の詳細内部壁面・土台の詳細
内部−格子状の梁組、外壁のまわりに密に立つ柱米土蔵の正面
米土蔵の背側面 内部壁面
洗出しの外部腰壁
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その他出入りの職人全部が屋上にあがり揃った後に、棟梁が祝
詞をあげた。これが終わってから御酒を一同で献載して、鳶の
音頭によって固めをした。この後、主人は東に向かって四方餅
の一つを投げた。若主人は西にお供と九ツ餅を残して 33 銭も蒔
いた。なお、33 銭の内３銭は棟梁に残して蒔いた。これが終わ
って式を閉じた。なお、籠餅は３つを供えてあったのだが、こ
れらは棟梁・鳶・木挽に１つずつ分けることにした」。
　4 ）祝賀の宴と接待客
　式が終わってから、建物の中で祝賀の宴を設けた。そのご馳
走は、折詰（ 80 銭、天忠料理）、赤飯（宅揃え）、煮染類三品で
ある。
　宴の接待客は、棟梁江上仙太郎外５人、鳶竹井慶助外３人、
庭師、石工２人、建具、建文、ブリキ、経師屋、木挽、畳屋、
左官、桶屋、屋根屋、幹部、新屋、鮮人、下男等、下女、幹部
女房７人、外２人の、計 65 人であった。酒３斗で大陽気になり、
午後４時半に終宴した。
　5 ）棟梁送り、鳶送り
　終宴の後に棟梁、鳶を送る手配をした。棟梁には腰掛俵１駄・
餅篭・九ツ餅御供・供え白米・水盛材料全部を贈り、鳶には腰
掛俵１俵・餅篭、木挽きには餅篭を贈り、印袢纏、印入り上衣
着け、荷車を押し宮田倉次寄贈の□金木綿の手拭を鉢巻にして、
勇ましく続出した。大工６人・鳶４人に祝儀１円宛を配る。
　 6 ） 棟梁、鳶からの祝儀
　送り人が帰って言うには、棟梁宅の座敷で御馳走になり、手
拭の祝儀を受け、鳶よりは同様寿□１把ずつ引物を受けた、と
のこと。翌日は雨天となり、この日別に宮田金次に祝儀として
10 円を遣わした。
　3 − 3 工事の進捗
　1 ）瓦、壁材料、金物、ブリキ、木材の購入
　・瓦は東京京橋竹河岸の京三製瓦会社八木基三郎に尾州の上
等物を注文した。屋根１坪あたり葺きあげ値段で 22 円の割合で
ある。
　・戸扉および金物は東京小伝馬町吉川金物店に製作させた。
　・ブリキ職は広瀬茂吉であって、庇等すべて銅を用いた。
　・左官材料は玉庄商店玉村繁次郎の供給である。
　・木材は全部布佐町六軒堤の江戸喜・五十嵐喜一郎が納入。
　2 ）壁仕様
　土壁下地は在来の仕様にせずにリブラス（riblath）を用いた。
東京より買入れ、職人を雇って出張させ、自分監督のもとにモ
ルタルを塗らせ、さらに防水材 （non-leak）を用いて上塗りを
した。それより左官は六軒の青山竹次郎に任せ、そのモルタル
の上は漆喰を塗ること７回にして、厚２寸に達した。このよう
に上面部は下見板を廃してノンリーク入りの漆喰塗とした。
　3 ）米土蔵竣工
　昭和６年６月 14 日左官の工事を完了し、庇等は大工およびブ
リキ工ともに６月 16 日に完了して、工事すべてが竣工した。
　3 − 4 建築儀礼と施工の特色
　普請帳の前半部の記載内容の説明は以上である。神官を招い
ておこなった地鎮祭、農繁期であったので鳶職にまかせた基礎
地形の蛸胴突、次の上棟式は、普請帳に「極略式」と書いてい
るけれども、職人たちに前もって印半天を配り、棟梁の取り仕
切りのもとに、大変ていねいに行っている。上棟式に関する記
述も詳しく、普請帳では紙数７枚を使っている程である。
　施工に関しては、壁工事にリブラスや防水剤ノンリークを用
いるなど材料、工法に新しい試みしている。
　第４　普請帳後半部の支出記載と領収書にみる購入材料物品
　4 − 1 「普請帳」後半部の支出記載
　米土蔵普請に関した支出は普請帳の後半部に年月日順に記し
てある。これらを一覧表にして（表 2 ）示す。工事費総計は金
5087 円 74 銭とある。ただし、全体を集計してみると 5085 円 31
銭となって、集計したほうが２円 43 銭少ない。どこかに錯覚等
があるものと思われるが、この程度な差 （ 0.048％）は統計的な
考察には、大きな影響を及ばさない。
　4 − 2 領収書にみる購入材料、物品
　次に請取綴に綴られている見積書・請求書・領収書等をもと
に購入した材料、物品等を購入先を地元と東京の別に、その内
容を具体的にみてみよう。
　< 購入先／地元の業者 >
　1 ）江戸喜（布佐町）木材
　縦紙 13 枚にわたって、材木納入について、月日、金額、材種
と寸尺、員数が書き込んである。これらを次の４口に分けて、
それぞれの代金を集計している。
　a ９月１日から 11 月 25 日までに受領した材木とその代金 726
円 54 銭。この外に松材賃挽料 28 円。合計 754 円 54 銭。内
金 500 円を 12 月 27 日に受取った旨が記してある。
　b ５年 12 月 15 日から６年４月９日までに受領した材木とそ
の代金 72 円 12 銭。
　c １月 22 日から８月 29 日までに受領した材木とその代金 170
円 14 銭３厘。
　d ５月 29 日・７月 14 日・７月 29 日納入した木材代金計 100
円 47 銭。
　最後に以上４口を合計して代金合計 603 円 38 銭としている。
ここでは 12 月 27 日受取った内金 500 円は差し引いている。なお、
d の７月 14 日の 85 円は東京の板塀材木代であるので、これを
差引くと、土蔵分は 1018 円 38 銭となる。最後に領収した旨を
次のように認めている。
　「右金円正ニ　受取候也
　　昭和六年八月廿七日　　五十嵐喜一郎（印）
　　　　　井　上　　様　　　　　　　　　　　」
　2 ）玉庄商店（布佐町）壁材料
　壁材料等を納入している。領収書は、５年８月３日から翌６
年１月５日までに納入した分として金 107 円 44 銭を２月 28 日
に、６年３月 15 日から６月 10 日までに納入した分として金 
109 円 31 銭を６月 19 日に発行している。それぞれに納入した
材料・物品の明細を記した請求書、勘定書を出している。この
他に納入した物品の販売伝票等が部分的に綴じてある。
　納入した材料・品々を請求書の記載によって以下にあげる。
　「角又・上仙角又・黒上粉灰・灰墨・純白石灰・赤上粉灰・
上カキ灰・本浜スサ・生浜スサ・南京ロープ・との粉・見影粉・
黒カスミ・ライオン蚊取香・摺り鉢・呉座布団」
　3 ）広瀬茂吉（布佐町）  材工共
　最初は 11 月 31 日に 54 円 22 銭の領収を出している。28 番平
板・30 番平板・３号フイルト・１号フイルト、ペンキ・トラヤ油・
ホイル油代と 10 月３日から 11 月３日まで手間賃９人分である。
次に６月 18 日に 21 円 12 銭を領収している。銅鋲・赤板・平板・
エナメル代と５月 16 日から６月 17 日まで手間賃 10 人分である。
材工共で仕事をしている。
　4 ）大塚「サ（布佐町）石屋　手間
　11 月 22 日から 29 日まで８日間の石工 18 人分の手間賃 （１
人２円 20 銭） について 12 月 11 日に金 39 円 60 銭の受取書を出
している。なお石代の領収書は「請取綴」にはない。
我孫子相島新田井上家住宅の昭和初期建設の米土蔵にみる先進性　－前近代・近代民家普請の研究－　11
表 2　米土蔵普請支出一覧表（○印は東京の業者）
no. 年 / 月 / 日 金銭（円） 材料支払い等・備考
1 5/9/12 57.68 基礎砂利搬賃
2 9/13 60 鳶職地形代
3 9/26 80 金物代内渡／吉川
4 68 上棟式  祝儀
5 7.06 クレオソート 2 罐
6 10/ 8 147 砂利代
7 10/ 9 150 江上手間代内渡
8 10/18 55.20 鳶職足代代
9 5 ブリキ屋払
10 9.50 木挽手間払
11 10/26 ○ 400 瓦代内渡／京三
12 ○ 186 リブラス代／三共
13 10/31 18.90 入口石の石代
14 11/ 5 50 江上大工へ渡
15 6.50 メタルラス代
16 11/12 ○ 100 金物代吉川へ手付内金
17 11/15 ○ 150 瓦代渡／京三
18 11/18 50 左官青山へ渡
19 11/21 ○ 199 金物代吉川払渡
20 11/24 ○ 10 防水剤ノンリー ク40ポンド／品川商店
21  5 左官へ手間渡
22 11/30 ○ 54.22 ブリキ屋広瀬払
23 184.45 セメント代大竹払
24 30 左官青山へ手間賃
25 12/ 7 20 大工手間払
26 15 ノンリーク代
27 12/11 ○ 39.60 石工手間払／大塚
28 65.36 建文払
29 3.10 大木鉄工場払
30 12/17 50 左官青山へ払
31 12/24 ○ 48.05 金物代払／染谷和吉商店
32 12/27 ○ 500 江戸喜木材内渡
33 12/30 7.20 鳶手間代
34 43 小倉大工手間払
35 12/31 510 大工仙太郎手間払
36 60 セメント代
37  8.18 山口金物店払
38 102.70 左官青山へ支払
39 57.04 左官芳江手間払
40 12/30 ○ 19.75 落錠及戸前飾等払／吉川
41 6/1/17 59.15 庇銅板代
42 1/25 ○ 12 戸樋釣り金物代／皆川 1.20
43 2/28 ○ 107.44 玉庄左官材料代払
44 3/ 6 ○ 20 左官青山へ渡  内金
45 3/31 ○ 101 八木瓦代支払／京三 101.20.
46 4/ 2 ○ 60 左官青山へ渡  内金
47 4/30 30 広瀬ブリキ屋渡
48 4/30 ○ 50 左官青山手間渡  内金
49 5/14 ○ 100 左官青山手間渡  内金
50 5/30 ○ 20 左官青山手間渡  内金
51 6/15 ○ 54.95
左官青山へ残手間賃／ 6 年 1 月～
　6 月。161 人、304 円 95 銭分残
52 6 ○ 20 庇銅板代払
53 6/16 10 江上仙太郎手間
54 6/18 75
左官芳へ手間賃／ 61.5 人分  1 円
　　　　　　　　　　  20 銭かえ
55 6/19 21.12 ブリキ職広瀬払
56 6/19 ○ 109.31 左官材料玉庄払
57 8/27 ○ 603.30
木材代江戸喜払皆済／内 100 円は
　　　　　　　　　　東京板塀分
総計 5087.74（集計 5085.31 ）
　 5 ）染谷和吉商店（木下町）金物等
　銅針金・砥石・ほか４品を納入した。これらの見積りを兼ね
た領収書金３円 72 銭を６月 14 日付けで発行している。次に、
鋼鉄錠大・レール□・太古ビョ・ポンプカラン・ノンコ・二升釜・
真鍮丸かん・ヒートン・真鍮封金具・真鍮レール太４尺・戸車１寸・
銅アミ 17 番４分目を納入した。これらの見積りを兼ねた領収書
金 48 円 05 銭を、12 月 24 日付けで発行している。
　6 ）左官青山竹次郎（布佐町）左官出面
　６年１月から６月にいたる間の左官出面で、月ごとに人数を
集計している。これによると、６年１月８人、３月 25 人、４月
47 人、５月 54.5 人、６月 25 人である。手間は１人１円 80 銭、
ただし１月は１人２円10銭とある。この間に内金を３月に80円、
４月に 50 円、５月に 120 円を出している。最後に手間を集計し
て「合計 161.5 人 290 円 70 銭手間　内金 250 円　差引 40 円 70 銭」
とある。これに続いて「小人４月 15 人・５月 23.5 人・６月９人、
計 47.5 人。　食料　１日 30 銭　計 14 円 25 銭」「二口〆金 54 円
95 銭　６月 15 日　青山竹治郎　井上様」とある。
　< 購入先／東京の業者 >
　1 ）品川商店（東京市）防水剤
　防水剤ノンリーク（non-leak）40 ポンドを納入した。11 月 29
日付けの請求書と領収書金額 10 円を発行している。
　2 ）吉川商店（東京市）建具金物等
　窓格子・建具等金物を納入した。第１回に窓格子・角折釘、
第２回に誂
あつらえ
入口用引戸・誂窓用引戸レール付・同片引戸レール付・
綱製風窓・戸車ベンクル丸、第３回に土蔵用一本落し錠・真鍮
レール・ベンクル丸・別誂一本落し錠用表座金の注文を受けて
いる。第１回分の請求書は 11 月 16 日、領収書は 11 月 22 日付
けである。請求金額は 118 円 87 銭であるが、すでに２月 26 日
に内金 80 円を受けとっており、差額 38 円 87 銭を領収している。
第２回分は見積を 10 月 29 日に出し、請求書、領収書は第１回
と同日の日付けである。請求金額は 253 円 12 銭であるが、11 月
11 日に内金 100 円をすでに受けとっており、差額 153 円 12 銭
を領収している。第３回分は 12 月 28 日に請求し、12 月 30 日
に 19 円 75 銭を領収している。
　3 ）磯村合名会社（東京市）物品
　作業灯１台・カーバイト１貫・２号保存缶１の代金とその送
料代である。９月 27 日に納品通知書を出し、代金渡しで同日に
受取書金 21 円 30 銭を発行している。
　4 ）三共貿易（東京市）リブラス　材工共
　リブラス（riblath） の材料費と貼り手間代、それに出張電車賃。
９月 27 日見積書では面積 54 坪、金額 167 円 40 銭であるが、10
月 25 日付け請求書では面積 60 坪、金額 186 円に変わり、この
金額で 10 月 26 日付けで領収書を切っている。見積書・請求書・
領収書は〔資料３〕参照。
　5 ） 京三製瓦（東京市）　瓦屋　請負工事
　瓦葺工事は請負工事である。屋根面積 25 坪、坪当単価 22 円、
請負金 550 円。内金を金 400 円と金 150 円の２回に分けて受け
とっている。10 月の請求書・領収書と、11 月日請求書および 11
月 14 日付け領収書がある。庇瓦葺工事も同じく請負工事で、庇
屋根面積 4.6 坪、坪当単価 22 円、請負金 101 円 20 銭であり、６
年３月 17 日付け請求書、６年３月 21 日付け領収書がある。
　6 ）皆川熊太郎商店（東京市）　金具
　雨樋釣金具の代金で、１月 20 日に 12 円の受取書を出している。
ただし、金具の送り先は広瀬（ブリキ屋）宛である。
　7 ）岩田兄弟工場販売部（東京市外）　物品
　この会社は岩田式籾剥機製造販売元である。「外山動力用丸□
□」１ケの代金で、１月 31 日に領収書３円 36 銭を発行している。
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　第５　米土蔵新築の工事形態
　米土蔵新築工事は、施主井上二郎の直営工事としておこなわ
れた。総工費は 5000 円余である。
　直営工事の中で、瓦屋根工事は東京市の京三製瓦の請負工事
としておこなわれた。
　左官工事は全体として直営工事である。在来の壁材料はすべ
て玉庄商店の納入である。壁下地のリブラス貼りは、三共貿易
が材工共の仕事として、東京から職人を出張させておこなった。
その後、施主監督のもとにモルタルを塗らせ、さらに防水剤ノ
ンリークを用いて上塗りし、それより後の漆喰塗りは地元布佐
町六軒の左官青山竹次郎に任せた。青山竹次郎は職人の出面を
井上様宛に提出している。
　広瀬茂吉（布佐町）は普請帳にブリキ職と出てくる。銅板・樋
工事を材工共でおこなっている。材料代と手間賃をあわせた領
収書を施主井上様宛に出している。東京の銅鉄商皆川熊太郎商
店から購入した樋釣り金具の領収書は井上様宛であるが、樋釣
り金具の東京からの送り先は広瀬茂吉であり、材料が施主支給
ではないことが知られる。
　当工事は、直営工事であるが、一部に請負工事があり、また、
材工共の仕事として壁下地のリブラス貼り、銅板・樋工事があ
る。この他、木工事、石工事、大部分の壁工事、金具工事等は
施主の材料・物品支給の工事である。木材は地元布佐町の江戸喜・
五十嵐喜一郎が全部納入した。大工仕事の全貌は明らかでない
が、請負でなく常雇形態であったと考えられる。
　第６　結論−米土蔵普請の特徴
　上で、井上家の昭和６年竣工の米土蔵の普請について紹介し
分析した。これをもとにして米土蔵普請の技術面・デザイン・
建築儀礼の特徴、普請の時代・地域・社会的背景などの観点か
らその特徴を列挙しよう。
　1 ）井上二郎と新技術・材料の採用
　米土蔵普請の施主は、井上家十二代目の当主井上二郎である。
領収書等の宛名を井上二郎としているものがある＊ 17。二郎は、
水戸街道藤代宿本陣名主の豪農横瀬家の次男で、井上家に婿入
りした。東京帝国大学工科大学を明治 33 年（ 1900 ）に卒業した
工学士、土木技師であった。全国各地で土木事業の指導的仕事
にあたっていたが、後半生は地元に戻り地元救済のためにつく
し、1941 年に 68 歳没した。
　当米土蔵の建築工事にさいして、在来のものと異なった、新
しい仕様や新しい材料工法を試みた点は、工学士・土木技師で
ある二郎の考えが強く反映している。コンクリートの布基礎、
リブラスを用いた壁下地、下見板を張らずに防水材ノンリーク
を用い、何回も厚く塗り重ねた漆喰壁仕上げなどは注目すべき
点である。良質の材料や製品を使った入念な仕事は、竣工後 75
年を経過する現在にいたっても、構造体、壁仕上げ面、修理が
あったとはいえ瓦葺き屋根に傷みや破損はほとんどみられない。
　屋根瓦、金物、その他特殊な材料など地元で得にくい材料を
東京から調達している。この点も二郎の技術者としての経歴や
経験と関係あると考えられる。
　なお、当家の主屋の下手に張りだすコンクリート造の炊事場
部分はおそらく当米土蔵と同じころの増築と考えられるが、火
を用いる炊事場をコンクリート造にしたのも二郎の考案であろう。
　二郎は、後半生を相島新田開発に力を尽くすとともに、家の
建築にも力を入れている。日本近代化の過程の中で井上家を地
域社会に根づかした人と評価されている。
　2 ）普請の技術面の特徴
　米土蔵の普請は施主の直営工事として行われたが、屋根工事
は部分請負として行われた。屋根工事は仕事の範囲やその性能
がはっきりしており、このため早く中世から部分請負として行
われた例がある。
　土蔵造の普請の特徴として、壁工事に多くの手間と金銭がか
かっている。また、米土蔵だけに木材の材積が多く、材木代が
多額になっている。工事別に工事費をみると、木工事がもっと
も多く 1895 円余、次いで壁工事 1414 円、以下、屋根工事 651 円、
金物工事 458 円、基礎工事 320 円、庇屋根工事 189 円、雑工事
（石工事・建具工事・その他と上棟式祝儀）199 円である。木造
土蔵造の米蔵であるだけに、木工事と壁工事が約 3309 円であり、
建築費全体のほぼ 65 パーセントを占めている。
　総工費は金 5000 円余で、建築面積坪当の単価は約 250 円にな
る。5000 円を越える建築費は、当時の給与所得者の住宅に 1000
円程度のものがあったから、その５軒分にあたる。この土蔵は
現在みても金額に匹敵する価値があったとおもわれる。新材料
や先進的な工法・技術を採用し、多くの職人手間と多額の費用
をかけて、非常に念入りな仕事をおこなっており、土蔵は現在
も健全である。
　3 ）土蔵のデザイン−形態と色彩
　当米土蔵の外観形態、構造形式、内外空間の構成など、その
デザインは一見したところ一般の土蔵と大きく変わっていない。
　外観をみると、大壁造の壁面は白漆喰塗りで、屋根は燻し瓦
で葺き黒色系の色であり、全体はモノクロームとはいえないが、
白黒が基調になっている。内部は、側まわりに柱・間柱を密に
建て通貫を通し、上部の小屋は太い梁をふんだんに用いた和小
屋組である。内部は真壁造であり、木材の間にあらわれている
壁面は白漆喰塗りのようにみえるモルタル塗り仕上げである。
屋根裏の垂木、野地板は木材である。内部で火を使っていない
ので、内部にあらわれている木材の表面は煤けておらず、その
色彩は経年によって風格が出た薄茶系である。もちろんモルタ
ル塗り仕上げの壁面も煤けはない。
　いま、内外の仕上げを子細に観察すると、基礎や内部壁面を
木材にせずに新材料のコンクリートやモルタルを使用している
ので、この点は従来の土蔵造と大きく異なっている。しかし、
米蔵として念をいれて造ったこの土蔵は現在もすがすがしい空
間を持ちつづけている。
　4 ）建築儀礼等の特徴
　米土蔵新築にあたって新技術新材料を採用しているなかで、
建築儀礼の地鎮祭、上棟式、大工送り、職人等への印半天の配
布などを伝統的な方法で忠実に実施している点に興味が湧く。
主屋でなく、付属屋の１棟である米土蔵の建築工事に建築儀礼
をていねいに行っているのは、井上家が経済力に恵まれた上層
の家であることに起因していると考えられる。これに対して地
縁血縁など村人の手伝や儀礼への参加が少ないように思われる。
　上棟式宴の招待客は、地縁の村人でなく各方面にわたってい
る。工事に直接にかかわっていない職人も来ている。彼らはも
ともと井上家出入りのものであろう。祝儀は余程のものでない
と受けない建前であって、金銭の祝儀は受けていない。しかし、
祝いの品として、米俵、醤油、白砂糖、玉子などを受けている。
これら祝の品々の主なものは、棟梁、鳶、木引の職人頭に再分
配している。
　5 ）時代背景
　井上家の昭和５年６年にわたる米土蔵新築工事は、前記の通
り、施主井上二郎の直営工事として行われた。昭和初期のこの
時代は、1929 年に始まった世界大恐慌の翌年である。この米土
蔵新築工事が、世界大恐慌という社会状況とどのような関わり
があったかは明らかでないが、当家の地域における社会的地位、
経済力がそれを乗り越えたものと思われる。あるいは「お助け
普請」であった可能性が零
ゼロ
ではない。
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〔お礼〕
　今回の調査にあたっては、所有者井上基夫妻に便宜をはかっ
ていただいた。また我孫子在住の友人藤井吉弥さんから様々な
助力をえた。米土蔵普請帳など古文書に関しては、我孫子市教
育委員会市史編纂室の方々にお世話になった。ここに記して感
謝したい。
〔注〕
＊ 1 「相島」の名称は、開拓者である井上家の祖先が付けた。新
田開発した下総国相馬郡の地の「相」と祖先がいた江戸銀
座の地が武蔵国豊島郡であったのでその「島」の字をとり、
２字を合わせて「相島」としたという。〔参考文献 A〕参照。
＊ 2 井上家十二代二郎（1873－1941没、68歳）は 50 歳近くに郷
土にもどり、半生を手賀沼の開墾、耕地整理等に尽力した。
＊ 3 主屋は万延元年（ 1860 ）11 月『新家作移徒並帯解袴着御祝儀
覚帳』によって同時に井上佐治兵衛主信が移徒の祝い、女
子濱の帯解、孫佐太郎の袴着の祝いを行っていることがわ
かる。ただ、主屋普請の具体的な内容は記載がなく不明。
＊ 4 二番土蔵は、天保 14 年卯極月吉日『家事諸入用取調帳』（天
保 14 年（ 1843 ）から安政元年（ 1854 ）までの家事にかかわる
収支を年ごとに記す）の嘉永４年（ 1851 ）条に「弐番土蔵普
請諸式出金　一金百拾九両弐朱　銭六百六拾三文」とあり、
内、金五十両を亥年（嘉永４年）に納入し、残り金六拾九両
弐分と六百六十三文を翌子年（嘉永５年）に出金納入した。
ただ、普請の具体的な記載はない。
＊ 5 表門に関して、天保 14 年 『家事諸入用取調帳』の弘化４年
（ 1847 ）条に「表門普請諸式入用  金四拾四両壱分弐朱　銭
壱貫九百〇五文」、嘉永４年（ 1851 ）条に「表門普請諸職入 
同雇四人  金三拾五両弐分弐朱  銭壱貫六百四拾五文」と２
ヵ所に記事が出てくる。両記事の内容の詳細は不明であが、
弘化４年までに材料の類を購入し、その材料によって、４
年後の嘉永４年にいたって表門が竣工したというようなこ
とを考えることができる。両者金額の合計は金四十両と銭
三貫五百五十文になる。
＊ 6 斎藤博 1985〔参考文献 B〕参照。
＊ 7 今のところ井上家の普請帳として、主屋の移徒にかかわる
万延元年 『新家作移徒並帯解袴着御祝儀覚帳』と『昭和五
午歳九月米土蔵普請控』２冊がみつかっているのみである
が、新たに他の普請帳がみつかることを期待したい。「米土
蔵控」の写真とその読みを次頁以下にあげた。
＊ 8 相島芸術文化村は 1996 年発足以来、敷地内の建物を保存し
周囲の環境をまもりながら、美術展、春・夏まつりなどを
行い伝統的な文化を伝えている。本 2008 年 11 月には当村
で「我孫子国際野外美術展」が開催された。
＊ 9 井上家住宅主屋・旧漉場・二番土蔵・新土蔵・表門・裏門・
外塀・庭門・庭塀の９棟が、文化財保護法によって平成 20
年（2008 ）３月７日付けで文化財登録原簿に登録された。
＊ 10 井上家所蔵文書のなかで、普請、建築工事を直接に表題と
としているものは、昭和５年の米土蔵（新土蔵）のみであるが、
天保 14 年 『家事諸入用取調帳』等、家文書や日記には参考
になる記事がある。
＊ 11 今回の井上家の昭和初期の米土蔵普請のテーマである普請
の近代的性格を比較できる好例として、鳥取県智頭町の石
谷家がある。同家は、山林王といわれている山持ちで、大
正後半から昭和初期頃までの間に主屋、土蔵など付属屋の
建築工事をした。大正８年（1919 ）から昭和４年（1929 ）にい
たる年毎の『建築費覚帳』11 冊、大正 14 年から昭和３年に
いたる年毎の『建築行程帳』４冊、その他、設計書・仕様書、
図面など多数を所蔵している。井上家米土蔵とほぼ同時代
に建築工事を行っており、井上家普請の考察に参考になる。
＊ 12 水塚はミヅカ、ミズツカ、ミツカなどといい、関東平野の
利根川沿い、手賀沼、印旛沼などの周辺の低湿地にあり、
敷地の一部に土盛りして高くした部分で、洪水に備えて上
に土蔵などの建物をたてる。井上家のミズツカは主屋の前
方にあって、主屋側面は石垣積み（上の写真参照）で周囲
より 1.1m 程高い。現在、相島芸術文化村ではイベントの際
にここを野外の舞台として活用する。
＊ 13 土蔵３棟の並ぶ写真がある。上に載せた写真参照。
＊ 14 日当単価・人数・支払い金額から日数を割り出した。
＊ 15 腰掛俵は米俵のことであろう。
＊ 16 主人は施主井上二郎、若主人は長男武であろう。次男薫は
昭和７年に結婚式している。薫の経歴は〔参考文献 A〕参照。
＊ 17 領収書等の井上二郎様以外の宛名は、井上御本家様・井上
本家様・井上様・相馬様・相島殿・相島耕地整理組合御中・
相島農場殿などであり、東京の会社・商店のものは井上二
郎様・井上様にかぎられる。
〔参考文献〕
A 井上薫「尋ねられるままに－故郷との八十年を回顧する－」
 『我孫子市史研究９』1985
B 斎藤　博 「近世末の地方豪農経営と在村金融－下総手賀沼
縁り井上家をめぐって－」『我孫子市史研究９』1985
C 日本民俗建築学会編『図説民俗建築大事典』2001　柏書房
D 宮澤智士編『近代和風建築　智頭の石谷邸』2001　智書房
 p.127 － 226　所収
E 宮澤智士 「石谷邸－前近代から近代へ」2001『近代和風建
築智頭の石谷邸』所収
F 梅嶋修・平山育男・御船達雄 「近代末期の普請・建築文書
に見る町家の建築総費用と祝儀の関係－昭和 9（ 1934 ）年
建築、和歌山県橋本市上田家住宅中央棟の場合－」2004.6『日
本建築学会計画系論文集』第 580 号
G 宮澤智士 「新潟県松之山の一民家の明治 27 年主屋建替え大
正 14 年屋根葺替え普請の考察」2006.3『長岡造形大学研究
紀要』2006　所収
H 宮澤智士 「佐々木正一家の大正昭和期の普請にみる省エネ」
2006.9『長寿命省エネ住宅への道』住まいと環境東北フォー
ラム　所収
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< ４ >
廿
六
日
廿
七
日
堰
板
ヲ
作
リ
廿
八
日
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
腰
廻
リ
）
ヲ
午
後
九
時
ニ
終
ル
三
十
日
印
絆
天
ヲ
左
ノ
職
人
ニ
配
ル
江
上
仙
太
郎
（
棟
梁
）
　 職
人
二
人
江
上
伊
太
郎
（
桶
屋
）
伊
東
藤
之
助
（
庭
師
）
　 外
一
人
石
井
時
之
助
（
建
具
屋
）
青
山
竹
次
郎
（
左
官
）
宮
田
芳
江
（
同
　 ）
齋
藤
仁
助
（
經
師
屋
）
竹
井
慶
助
（
鳶
職
）
　 外
二
人
小
久
保
佐
吉
（
畳
屋
）
鈴
木
浦
吉
（
建
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ５ >
増
田
松
蔵
（
木
引
）
広
瀬
茂
助
（
ブ
リ
キ
職
）
大
塚
兼
吉
（
石
工
）
　 外
一
人
武
藤
　 豊
（
屋
根
屋
）
以
上
ノ
内
江
上
仙
太
郎
分
ハ
印
絆
天
ノ
代
リ
ニ
斜
子
羽
織
ヲ
着
セ
ル
事
ニ
セ
リ
尚
耕
地
整
理
組
合
ノ
為
メ
機
械
屋
ノ
職
人
ニ
組
合
ノ
印
絆
天
ヲ
着
セ
リ
　 左
の
如
シ
　 江
上
仙
太
郎
　 竹
井
慶
助
　 廣
瀬
茂
助
以
上
ノ
外
幹
部
ト
称
ス
ル
日
常
能
ク
注
意
シ
居
ル
モ
ノ
左
記
ノ
者
ニ
ハ
揃
ヘ
ノ
銘
仙
羽
織
裏
付
ヲ
着
セ
リ
　 其
價
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ６ >
格
ハ
表
三
円
八
十
銭
裏
一
円
五
十
銭
ト
ス
　 宮
田
倉
次
　 森
田
　 盈
　 宮
田
臺
吉
　 森
田
孫
市
　 柴
崎
勝
次
　 井
上
栄
次
郎
　 柴
崎
岩
吉
当
宅
ノ
農
従
事
者
ニ
ハ
農
業
服
（
紺
上
衣
ニ
股
引
）
ヲ
着
セ
リ
　
　
　
又
治
　
　
　
豊
　
　
　
国
其
他
ノ
者
□
ニ
日
雇
ノ
者
　
　
　
源
三
郎
　
　
　
與
四
郎
　
　
　
芳 　 蔵
ニ
モ
前
同
様
ニ
セ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ７ >
女
中
有
裏
地
を
遣
は
す
事
と
す
三
日
　 混
擬
土
堰
板
ヲ
外
セ
リ
四
日
　 仕
事
師
来
リ
テ
準
備
ヲ
ナ
ス
五
日
　 土
台
ヨ
リ
柱
ヲ
建
テ
初
メ
棟
木
等
ヲ
除
キ
テ
全
部
組
立
テ
ヲ
終
レ
リ
　 当
日
手
傳
ノ
人
多
数
ナ
リ
六
日
　 前
日
ニ
引
続
キ
テ
好
晴
秋
日
和
ナ
リ
　 出
入
職
人
等
全
部
来
ル
　 午
前
十
時
ニ
棟
木
等
上
ケ
終
リ
正
午
上
棟
式
ヲ
行
フ
各
処
ヨ
リ
祝
儀
来
ル
模
様
ナ
リ
シ
モ
恰
シ
ト
断
ハ
リ
止
ム
ヲ
得
か
ん
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
受
ケ
ト
リ
左
ノ
如
シ
腰
掛
俵
壱
駄
　
　
　
　
　
増
田
武
雄
　
　
　
　
　
森
田
　 盈
　
　
　
　
　
宮
田
倉
次
〔
資
料
２
〕
米
土
蔵
普
請
控
の
読
み
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宮
田
臺
吉
　
　
　
　
　
柴
崎
勝
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ８ >
　
　
　
　
　
森
田
孫
市
　
　
　
　
　
柴
崎
岩
吉
　
　
　
　
　
井
上
榮
次
郎
一
萬
　 醤
油
　 貮
樽
　
　 （
萬
を
６
角
に
囲
む
）
　
　
　
　
　
植
木
屋
藤
之
助
　
　
　
　
　
左
官
　 青
山
　
　
　
　
　
石
工
　 大
塚
　
　
　
　
　
建 　
　 時
　
　
　
　
　
建 　
　 文
　
　
　
　
　
経
師
　 斎
藤
　
　
　
　
　
畳
屋
　 小
久
保
佐
吉
　
　
　
　
　
鳶 　
　 兵
　
　
　
　
　
木
引
　 松
蔵
　
　
　
　
　
ブ
リ
キ
広
瀬
　
　
　
　
　
家
根
屋
武
藤
一
亀
甲
萬
醤
油
　 壱
樽
　
　
　
　
　
磯
岡
　 恭
一
同
　
　
　
　
壱
升
瓶
二
本
　
　
　
　
　
井
上
　 謙
一
同
　
　
　
同 　 一
本
　
　
　
　
　
齋
藤
幸
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ９ >
一
白
砂
糖
　
　 大
箱
　 一
　
　
　
　
　
桜
井
太
郎
作
　
　
　
　
　
篠
原
慶
次
　
　
　
　
　
吉
岡
與
四
郎
　
　
　
　
　
田
村
直
蔵
　
　
　
　
　
根
本
由
蔵
一
玉
子
　
　 井
上
正
次
一
玉
子
　
　 柴
崎
啓
三
郎
尚
当
日
ノ
手
傳
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
増
田
武
雄
氏
代
　
　
　
　
　
　
榎
本
順
之
助
　
　
　
　
　
新
坂
貞
良
　 来
式
ハ
極
略
式
ト
シ
テ
鬼
門
ニ
向
け
た
上
リ
ト
御
幣
ニ
供
物
ト
シ
テ
白
米
ト
塩
ナ
リ
　 其
他
腰
掛
俵
参
俵
（
壱
駄
ハ
棟
梁
ニ
壱
俵
ハ
鳶
兵
ヘ
）
ト
蒔
き
糯
ナ
リ
  餅
ハ
鏡
餅
四
方
餅
  
供
餅
二
重
、
ト
九
ツ
餅
ト
ス
　 其
他
ハ
小
ナ
ル
蒔
キ
餅
ナ
リ
　 其
外
銅
貨
ニ
テ
三
十
三
銭
（
壱
銭
ヲ
三
十
三
ニ
シ
タ
ル
オ
ヒ
ナ
リ
）
ヲ
蒔
ク
様
ニ
セ
リ
　 御
酒
ハ
壱
升
瓶
二
本
ヲ
供
ヘ
タ
リ
　 棟
梁
江
上
　
　
　
　
　
」
< ⓾ >
仙
太
郎
鳶
頭
竹
井
慶
助
ト
ス
　 先
ツ
鳶
頭
ヲ
先
頭
ト
シ
主
人
、
若
主
人
、
棟
梁
　 鳶
及
大
工
ノ
職
人
、
幹
部
ノ
七
人
其
他
出
入
職
人
全
部
　 屋
上
ニ
上
ル
揃
ヘ
タ
ル
後
　 棟
梁
祝
詞
ヲ
上
グ
　 終
リ
テ
御
酒
ヲ
一
同
ニ
テ
二
献
戴
リ
而
シ
テ
一
同
ニ
テ
鳶
ノ
音
頭
ニ
テ
固
メ
リ
ナ
ス
後
　 主
人
東
ニ
向
ヒ
テ
四
方
餅
ノ
一
ツ
ヲ
投
グ
　 若
主
人
ハ
西
ニ
御
供
ヒ
ト
九
ツ
餅
ヲ
残
シ
テ
三
十
三
銭
モ
蒔
キ
終
リ
テ
式
ヲ
閉
ヅ
　 三
十
三
銭
ノ
内
三
銭
ハ
棟
梁
ニ
残
シ
テ
蒔
キ
タ
リ
尚
篭
餅
三
ツ
ヲ
供
ヘ
ア
リ
タ
リ
　 之
レ
ヲ
一
ハ
棟
梁
、
一
ハ
鳶
、
一
ハ
木
引
ニ
分
ツ
事
ニ
セ
リ
　 式
終
リ
テ
建
物
ノ
内
ニ
テ
祝
賀
ノ
宴
ヲ
設
ケ
タ
リ
　 其
馳
走
等
ハ
左
ノ
如
シ
一
折
詰
（
八
十
銭
）
天
忠
料
理
一
赤
飯
（
宅
拵
）
一
煮
〆
類
三
品
招
待
客
ハ
次
ノ
如
シ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ⓫ >
棟
梁
　
　
　
江
上
仙
太
郎
　
　
　
　
　
　
外 　 五
人
鳶 　
　
　
　
竹
井
慶
助
　
　
　
　
　
　
外 　 三
人
庭
師
　
　
　
伊
藤
藤
次
郎
石
工
　
　
　
大
塚
兼
吉
　
　
　
　
　
　
外 　 １
人
建
具
　
　
　
石
井
時
之
助
建
文
　
　
　
鈴
木
　 浦
吉
錻
力
　
　
　
広
瀬
　 茂
助
経
師
屋
　
　 齋
藤
仁
助
木
引
　
　
　
増
田
松
蔵
畳
屋
　
　
　
小
久
保
佐
吉
左
官
　
　
　
青
山
竹
次
郎
同 　
　
　
　
宮
田
芳
江
桶
屋
　
　
　
江
上
伊
太
郎
家
根
屋
　
　 武
藤
　 豊
　
　
　
　
　
増
田
武
雄
　
　
　
　
　
宮
田
倉
次
　
　
　
　
　
森
田
　 盈
　
　
　
　
　
宮
田
臺
吉
　
　
　
　
　
柴
崎
勝
次
　
　
　
　
　
森
田
孫
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ⓬ >
　
　
　
　
　
井
上
榮
次
郎
　
　
　
　
　
宮
田
清
之
助
新
家
　
　
　
井
上
義
輝
　
　
　
　
　
井
上
正
次
　
　
　
　
　
柴
崎
啓
三
郎
　
　
　
　
　
田
村
直
蔵
　
　
　
　
　
吉
岡
與
四
郎
　
　
　
　
　
桜
井
太
郎
作
　
　
　
　
　
根
本
由
蔵
　
　
　
　
　
篠
原
慶
次
鮮
人
　
　
　
安
波
外
二
人
　
　
　
　
　
磯
岡
□
□
　
　
　
　
　
井
上
　 謙
　
　
　
　
　
新
坂
貞
良
　
　
　
　
　
齋
藤
幸
吉
　 下
男
等
　 来
毛
又
次
　
　
　
　
　
渡
邉
　 豊
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
　
　
　
　
　
　
　
末
吉
　
　
　
　
　
山
崎
　
　
　
　
　
宮
田
林
蔵
　 下
女
　
　 婆
は
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き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ⓭ >
　
　
　
　
　
た
つ
　 幹
部
　
　 女
房
七
人
　
　
　
　
　
宮
田
清
之
助
女
房
　
　
　
　
　
篠
原
慶
次
女
房
　
　 以
上
六
拾
五
人
酒
三
斗
ト
ス
大
陽
氣
ニ
テ
午
後
四
時
半
終
宴
　 夫
レ
ヨ
リ
棟
梁
鳶
ラ
送
ル
手
配
ナ
リ
　 棟
梁
ニ
ハ
腰
掛
俵
壱
駄
、
餅
篭
、
九
ツ
餅
御
供
　 供
へ
白
米
　 水
盛
材
料
全
部
ヲ
贈
リ
　 鳶
ニ
ハ
腰
掛
俵
壱
俵
、
餅
篭
、
木
引
ニ
ハ
餅
篭
ヲ
贈
リ
印
絆
天
　 印
入
上
衣
ヲ
着
ケ
□
モ
ノ
全
部
ニ
テ
荷
車
ヲ
押
シ
宮
田
倉
次
寄
贈
ノ
□
金
木
綿
ノ
手
拭
ヲ
鉢
巻
ニ
シ
テ
勇
マ
シ
ク
繰
出
シ
タ
リ
大
工
六
人
鳶
四
人
ニ
祝
儀
壱
円
ヅ
ツ
ヲ
配
ツ
送
リ
人
帰
リ
テ
曰
く
棟
梁
ヨ
リ
座
敷
ニ
テ
馳
走
ヲ
受
ケ
手
拭
ノ
祝
儀
ヲ
受
ケ
鳶
ヨ
リ
ハ
同
様
壽
□
一
把
ツ
ツ
引
物
ヲ
受
ケ
タ
リ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
< ⓮ >
翌
日
雨
天
ト
ナ
リ
皆
別
ニ
宮
田
金
次
ニ
祝
儀
ト
シ
テ
十
円
ヲ
遣
ハ
セ
リ
瓦
ハ
東
京
京
橋
竹
河
岸
京
三
製
瓦
会
社
八
木
基
三
郎
ニ
注
文
シ
テ
尾
州
ノ
上
等
物
ト
セ
リ
　 屋
根
壱
坪
弐
拾
弐
円
ノ
割
合
ナ
リ
（
葺
上
値
段
）
土
蔵
下
地
ハ
在
来
ノ
モ
ノ
ニ
セ
ズ
リ
ブ
ラ
ス
ヲ
用
ヰ
タ
リ
材
料
ハ
東
京
ヨ
リ
買
入
レ
職
人
ヲ
同
所
ヨ
リ
雇
テ
張
ラ
セ 　 自
分
監
督
ノ
下
ニ
モ
ル
タ
ル
ヲ
塗
ラ
セ 　 更
に
防
水
剤
ノ
ン
リ
ー
ク
ヲ
用
ヰ
テ
上
塗
リ
ヲ
ナ
セ
リ
　 夫
レ
ヨ
リ
左
官
ハ
六
軒
ノ
音
山
竹
次
郎
ニ
任
セ
　 其
モ
ル
タ
ル
ノ
上
ハ
漆
喰
ヲ
塗
ル
事
七
回
ニ
シ
テ
厚
二
寸
ニ
達
セ
シ
ム
　 而
シ
テ
上
面
部
ハ
下
見
ヲ
廃
シ
テ
ノ
ン
リ
ー
ク
入
リ
ノ
漆
喰
塗
ト
セ
リ
戸
扉
及
金
物
ハ
東
京
小
傳
馬
町
ノ
吉
川
鉄
物
店
ニ
製
作
セ
シ
メ
タ
リ
　
　
　
　
　
」
< ⓯ >
ブ
リ
キ
職
ハ
広
瀬
茂
吉
ニ
シ
テ
庇
等
凡
テ
銅
ヲ
用
ヰ
タ
リ
左
官
材
料
ハ
玉
庄
事
玉
村
繁
次
郎
供
給
ナ
リ
木
材
ハ
全
部
六
軒
江
戸
喜
ヨ
リ
供
給
ヲ
仰
キ
タ
リ
昭
和
六
年
六
月
十
四
日
左
官
ノ
工
事
完
了
シ
　 庇
等
ハ
大
工
及
ブ
リ
キ
工
共
ニ
六
月
十
六
ニ
完
了
シ
□
ニ
全
ク
竣
工
セ
リ
　
　
　
　
　
　
　
」
< ⓰ >
　
　
　
　
　
　
記
五
年
九
月
十
二
日
一
金
五
拾
七
円
六
十
八
銭
　 基
礎
砂
利
搬
賃
　 九
月
二
十
三
日
一
金
六
拾
円
　
　
　
　
　
　
鳶
職
地
形
代
二
十
六
日
一
金
八
拾
円
　
　
　
　
　
　
金
物
代
内
渡
吉
川
ヘ
一
金
六
十
八
円
　
　
　
　
　
上
棟
式
御
物
祝
儀
共
一
金
七
円
六
銭
　
　
　
　
　
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
二
罐
十
月
八
日
一
金
百
四
十
七
円
　
　
　
　
砂
利
代
九
日
一
金
百
五
十
円
　
　
　
　
　
江
上
手
間
代
内
渡
十
八
日
一
金
五
十
五
円
二
十
銭
　
　 鳶
職
足
代
代
一
金
五
円
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
キ
屋
払
　
　 」
< ⓱ >
金
九
円
五
銭
　
　
　
　
　
　
木
引
手
間
払
十
月
二
十
六
日
金
四
百
円
　
　
　
　
　
　
　
瓦
代
内
渡
金
百
八
十
六
円
　
　
　
　
　
リ
ブ
ラ
ス
代
十
月
三
十
一
日
金
十
八
円
九
十
銭
　
　
　
　
入
口
石
工
手
間
及
石
代
十
一
月
五
日
金
五
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
江
上
大
工
ヘ
渡
十
一
月
十
二
日
金
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
金
物
代
吉
川
ヘ
手
付
十
一
月
十
五
日
金
百
五
十
円
　
　
　
　
　
　
瓦
代
渡
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1,
60
2,
38
  
金
五
十
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
ヘ
渡
　
　
十
一
月
二
十
一
日
金
百
九
十
九
円
　
　
　
　
　
金
物
代
吉
川
払
渡
二
十
四
日
金
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
リ
ー
ク
防
水
剤
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
ポ
ン
ド
一
罐
代
金
五
円
　
　
　
　
　
　
　
　
左
官
由
ヘ
手
間
渡
三
十
日
金
五
十
四
円
二
十
二
銭
　
　 ブ
ル
キ
屋
広
瀬
払
同
金
百
八
十
四
円
四
十
五
銭
　 セ
メ
ン
ト
代
大
竹
払
金
参
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
ヘ
手
間
賃
十
二
月
七
日
金
弐
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
大
工
手
間
払
　
　
　
21
20
,0
5
金
拾
五
円
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
リ
ー
ク
代
金
百
八
十
四
円
四
十
五
銭
　 大
竹
　
　 代
払
〔
消
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十
二
月
十
一
日
金
参
拾
九
円
六
十
銭
　
　
　
石
工
手
間
払
金
六
拾
五
円
三
十
六
銭
　
　 建
文
払
金
三
円
十
銭
　
　
　
　
　
　
大
木
鉄
工
場
払
十
七
日
金
五
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
青
山
左
官
ヘ
渡
金
四
拾
八
円
五
銭
　
　
　
　
金
物
代
払
二
十
七
日
金
五
百
円
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
喜
材
木
代
内
渡
三
十
日
金
七
円
二
十
銭
　
　
　
　
　
鳶
手
間
代
金
四
拾
三
円
　
　
　
　
　
　
小
倉
大
工
手
間
払
三
十
一
日
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五
百
拾
円
　
　
　
　
　
　
大
工
仙
太
郎
手
間
払
金
六
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
セ
メ
ン
ト
代
金
八
円
十
八
銭
　
　
　
　
　
山
口
金
物
店
払
金
百
二
円
七
十
銭
　
　
　
　
左
官
青
山
ヘ
支
払
金
五
拾
七
円
四
十
銭
　
　
　
左
官
芳
江
手
間
払
六
年
一
月
十
七
日
金
五
十
九
円
十
五
銭
　
　
　
庇
銅
板
代
二
十
五
日
金
十
弐
円
　
　
　
　
　
　
　
戸
樋
釣
リ
金
物
代
二
月
二
十
八
日
金
百
七
円
四
十
四
銭
　
　
　
玉
庄
左
官
材
料
払
三
月
六
日
金
二
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
ヘ
渡
三
十
一
日
金
百
〇
一
円
　
　
　
　
　
　
八
木
瓦
代
支
払
四
月
二
日
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,9
74
,2
3
金
六
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
ヘ
渡
（
十
二
月
三
十
日
）
金
拾
九
円
七
十
五
銭
　
　
　
落
錠
及
戸
前
錠
飾
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
吉
川
払
　
　 」
< ⓳ >
四
月
三
十
日
金
参
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
ブ
リ
キ
屋
払
同
金
五
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
手
間
渡
五
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4,
17
3,
98
金
壱
百
円
　
　
　
　
　
　
　
左
官
青
山
手
間
渡
五
月
三
十
日
　
　
　
　
　
（
五
四
五
、
一
〇
）
左
官
金
弐
拾
円
（
二
五
〇
）
　
　
　
　
左
官
青
山
手
間
渡
六
月
十
五
日
金
五
拾
四
円
九
十
五
銭
　
　 左
官
青
山
　
　
　
六
年
度
一
月
ヨ
リ
六
月
迄
百
六
十
一
人
　
　
　
賃
三
百
四
円
九
十
五
銭
分
残
　
　
　
手
間
賃
左
官
ヘ
渡
六
月
金
弐
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
庇
銅
板
代
払
十
六
日
金
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
　
江
上
仙
太
郎
手
間
六
月
十
八
日
　
67
5,
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金
七
拾
五
円
　
　
　
　
　
　
左
官
芳
ヘ
手
間
賃
　
　
　
　
　
六
十
一
人
半
分
一
円
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十
銭
か
へ
十
九
日
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05
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弐
十
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円
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キ
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広
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払
同
金
百
九
円
三
十
一
銭
　
　
　
左
官
材
料
玉
庄
払
八
月
二
十
七
日
金
六
百
三
円
三
十
銭
　
　 木
材
代
江
戸
喜
払
皆
済
　 内
一
〇
〇
、
〇
〇
　 東
京
板
塀
ヲ
含
ム
総
計
金
五
千
八
十
七
円
七
十
四
銭
　
　
　
　
　
」
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